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平成 18 年３月期  第３四半期財務・業績の概況（非連結） 
平成 18 年１月 27 日 

会 社 名 株式会社ルネサンス            （コード番号：2378 東証第二部） 

（URL http://www.s-renaissance.co.jp ） 

代 表 者 役  職  名 代表取締役社長執行役員 

        氏    名 斎藤 敏一 

問い合わせ先 責任者役職名 取締役執行役員経理財務本部長 

      氏    名 渡邊 清  （TEL：（03）5600－5312） 

 
１．四半期財務情報の作成等に係る事項 
① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ：無 
② 最近会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ：有 
当会計年度から「固定資産の減損に係る会計基準」（「固定資産の減損に係る会計基準の設定に
関する意見書」（企業会計審議会 平成 14 年８月９日））及び「固定資産の減損に係る会計基
準の適用指針」（企業会計基準委員会 平成 15 年 10 月 31 日 企業会計基準適用指針第６号）
を適用しております。その結果、特別損失に減損損失 307,525 千円を計上いたしました。これ
により従来と比較して、営業利益及び経常利益はそれぞれ 39,604 千円増加し、税引前当期純
利益が 267,920 千円減少しております。 

③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ：無 
④ 公認会計士または監査法人による関与の状況 ：記載している財務諸表について、監査

法人の監査は受けておりません。 
２．平成 18 年３月期 第３四半期財務・業績の概況（平成 17 年４月１日～平成 17 年 12 月 31 日） 
(1) 経営成績の進捗状況           注：金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 
 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      

四半期（当期） 
純 利 益       

 百万円    ％ 百万円    ％ 百万円    ％ 百万円    ％ 

18 年３月期第３四半期 21,403（10.0） 1,892（14.4） 1,850（19.1）      863（△3.0）

17 年３月期第３四半期 19,459（10.6） 1,654（10.4） 1,553（10.1） 889（ 10.6）

(参考)17 年３月期 26,164        2,273        2,162         1,204 

 

 
１株当たり四半期 

（当期）純利益 

潜 在 株 式 調 整 後           
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

 円  銭 円  銭 

18 年３月期第３四半期 43.24 ―  

17 年３月期第３四半期 48.83 ―  

(参考)17 年３月期 62.90 ―  

（注）1．期中平均株式数：18 年３月期第３四半期 19,960,000 株、 
17 年３月期第３四半期 18,218,909 株、17 年３月期 18,641,643 株 

期末株式数：18 年３月期第３四半期末 19,960,000 株 
   2．売上高、営業利益、経常利益、四半期（当期）純利益におけるパーセント表示は、対前年 

同四半期増減率を示しております。 
 
[経営成績の進捗状況に関する定性的情報等] 
 当第３四半期（平成 17年４月 1日～平成 17 年 12 月 31 日、以下に同じ）におきましては、直営クラブ
として、４月に神戸ハーバーランド（神戸市中央区）、７月に亀戸（東京都江東区）、国立（東京都国立市）、
11 月に甚目寺（愛知県海部郡甚目寺町）と計４クラブを出店し、積極的な事業の拡大を図っております。
結果、当第３四半期末（平成 17 年 12 月末）のクラブ数は、直営：76 クラブ、業務受託：４クラブ、フラ
ンチャイズ：１クラブの計 81 クラブとなりました。 
 個々のクラブの取り組みとしては、引き続きお客様にご満足いただけるようソフトとハードの充実を図
っております。ソフト面では、個々の会員の細かなニーズに対応するため、パーソナルトレーナーの育成
に注力し、付加価値の高いサービス提供に努めております。ハード面では、クラブの競争力強化のため、
施設の大規模リニューアル等を進めております。 
 平成 16 年度より両国クラブで展開しておりました、生活習慣病予防を目的とした「メディカルフィッ
トネス」について、11 月より亀戸クラブ、12 月より仙台泉中央クラブの２クラブでサービスを開始しま
した。 
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 介護予防事業としては、11 月より「介護予防運動指導員」（財団法人東京都高齢者研究・福祉振興財団
認定）の養成講習を開始しました。 
以上の結果、当第３四半期の売上高は 214 億３百万円（前年同期比 10.0％増）、経常利益は 18 億 50 百

万円（同 19.1％増）となりました。 
また、「固定資産の減損に係る会計基準」を適用した結果、減損損失３億７百万円を特別損失に計上し

たことにより、当第３四半期純利益は８億 63 百万円（同 3.0％減）となりました。 
 

(2)財政状態の変動状況 

 総 資 産 株 主 資 本      株主資本比率 
１株当たり 
株 主 資 本      

 百万円 百万円 ％ 円  銭 

18 年３月期第３四半期 17,083  7,277  42.6  364.62 

17 年３月期第３四半期 16,920  6,339  37.5  347.94 

(参考)17 年３月期 17,530  6,944  39.6  346.34 

【キャッシュ・フローの状況】 

 
営業活動による

キャッシュ･フロー

投資活動による

キャッシュ･フロー

財務活動による 

キャッシュ･フロー 

現金及び現金同等物 

期 末 残 高 

 百万円 百万円 百万円 百万円

18 年３月期第３四半期 1,588  △1,224  △1,177   746  

17 年３月期第３四半期 1,079  △2,024  1,368   1,797  

(参考)17 年３月期 2,413  △3,390  1,162   1,559  

 
[財政状態の変動状況に関する定性的情報等] 
当第３四半期における当社の現金及び現金同等物（以下｢資金｣という。）は、前期末残高（平成 17 年３

月）に比べて８億 12 百万円減少し、７億 46 百万円となりました。これは主として、投資活動による新設
クラブの建設および既存施設の設備更新など積極的な設備投資を行なったことと、財務活動による長期借
入金の返済、配当金の支払いを行ったことによるものであります。 
当第３四半期における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の通りであります。 
 
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 
営業活動による資金の増加は、15 億 88 百万円となりました。これは主として税引前第３四半期純利
益 14 億 93 百万円、減価償却費８億 60 百万円、減損損失３億７百万円、法人税等の支払額８億 61 百万
円、前受金の減少額２億 48 百万円などによるものであります 
 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 
 投資活動に使用した資金は、12 億 24 百万円となりました。これは主として有形固定資産の取得によ
る支出 14 億 36 百万円、敷金・保証金の差入による支出８億 93 百万円、有形固定資産の売却による収
入 11 億 14 百万円（亀戸、甚目寺クラブの建物設備のリース会社への譲渡等）などによるものでありま
す。 
 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 
財務活動に使用した資金は、11 億 77 百万円となりました。これは長期借入金返済による支出６億 78
百万円、配当金の支払額４億 99 百万円によるものであります。 
 
【参考】 
平成 18 年３月期の業績予想（平成 17 年４月１日～平成 18 年３月 31 日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

百万円 百万円 百万円

通     期 28,800  2,650  1,330  

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）64 円 63 銭 
 
[業績予想に関する定性的情報等] 
 通期の業績予想につきましては、平成 17 年 11 月７日に公表いたしました業績予想から変更いたしてお
りません。 
 
※上記の予想には、本資料の発表日現在の将来に関する前提、見通し、計画に基づく予測が含まれて 
おります。日本経済、競合状況、株式市況等に不透明な面があり、実際の業績が記載の予想数値と 
大幅に異なる可能性があります。 

 

○ 添付資料 

要約貸借対照表、要約損益計算書、要約キャッシュ・フロー計算書 
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〔添付資料〕 

 

１．要約貸借対照表 

（１）資産の部 

（単位：百万円、％） 

当四半期 

（平成 18 年３月期

 第３四半期末）

前年同四半期 

（平成 17 年３月期

 第３四半期末）

増減 
（参考） 

平成 17 年３月期 科目 

金額 金額 金額 増減率 金額 

（資産の部）  

Ⅰ 流動資産  

１ 現金及び預金 546 597 △51 △8.6 259 

２ 売掛金 413 371 41 11.3 413 

３ たな卸資産 465 456 8 2.0 417 

４ 短期貸付金 200 1,200 △1,000 △83.3 1,300 

５ その他 986 1,067 △80 △7.6 1,095 

流動資産合計 2,610 3,692 △1,081 △29.3 3,486 

Ⅱ 固定資産  

１ 有形固定資産  

(1)建物 4,781 4,284 496 11.6 4,255 

(2)工具器具備品 873 733 139 19.1 676 

(3)その他 1,075 1,478 △403 △27.3 2,178 

有形固定資産合計 6,730 6,496 233 3.6 7,110 

２ 無形固定資産 477 587 △110 △18.8 492 

３ 投資その他の資産  

(1)敷金・保証金 5,323 4,475 848 19.0 4,486 

(2)その他 1,954 1,680 273 16.3 1,967 

    貸倒引当金 △12 △12 ― ― △12 

投資その他の資産合計 7,265 6,143 1,121 18.3 6,440 

固定資産計 14,472 13,227 1,244 9.4 14,043 

資産合計 17,083 16,920 163 1.0 17,530 
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（２）負債・資本の部 

（単位：百万円、％） 

当四半期 

（平成 18 年３月期

 第３四半期末）

前年同四半期 

（平成 17 年３月期

 第３四半期末）

増減 
（参考） 

平成 17 年３月期 科目 

金額 金額 金額 増減率 金額 

（負債の部）  

Ⅰ 流動負債  

１ 支払手形 272 235 36 15.3 185 

２ 買掛金 122 108 13 12.0 99 

３ 短期借入金 2,800 2,600 200 7.7 2,800 

４ １年内返済予定の 

  長期借入金 
652 1,370 △718 △52.4 1,155 

５ 前受金 785 897 △111 △12.4 1,033 

６ 賞与引当金 190 170 20 11.8 350 

７ その他 1,987 1,666 320 19.2 1,827 

流動負債合計 6,809 7,049 △239 △3.4 7,451 

Ⅱ 固定負債  

１ 長期借入金 1,985 2,637 △652 △24.7 2,160 

２ 退職給付引当金 374 453 △79 △17.5 432 

３ 役員退職慰労 

引当金  
100 127 △27 △21.2 133 

４ その他 535 313 222 71.1 408 

固定負債合計 2,996 3,532 △535 △15.2 3,133 

負債合計 9,805 10,581 △775 △7.3 10,585 

（資本の部）  

Ⅰ 資本金 2,210 2,064 145 7.1 2,210 

Ⅱ 資本剰余金  

１ 資本準備金 2,146 2,001 145 7.3 2,146 

資本剰余金合計 2,146 2,001 145 7.3 2,146 

Ⅲ 利益剰余金  

１ 利益準備金 69 69 ― ― 69 

２ 当期未処分利益 2,848 2,201 646 29.4 2,516 

利益剰余金合計 2,918 2,271 646 28.5 2,586 

Ⅳ その他有価証券 

  評価差額金 
2 1 0 43.9 1 

資本合計 7,277 6,339 938 14.8 6,944 

負債・資本合計 17,083 16,920 163 1.0 17,530 
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２．要約損益計算書 

（単位：百万円、％） 

当四半期 

（平成 18 年３月期

第３四半期） 

前年同四半期 

（平成 17 年３月期

第３四半期） 

増減 
（参考） 

平成 17 年３月期 科目 

金額 金額 金額 増減率 金額 

Ⅰ 売上高 21,403 19,459 1,944 10.0 26,164 

Ⅱ 売上原価 18,468 16,792 1,675 10.0 22,542 

売上総利益 2,935 2,666 268 10.1 3,622 

Ⅲ 販売費及び 

一般管理費 
1,042 1,011 30 3.1 1,349 

営業利益 1,892 1,654 238 14.4 2,273 

Ⅳ 営業外収益 51 44 6 15.7 63 

Ⅴ 営業外費用 93 144 △51 △35.8 173 

経常利益 1,850 1,553 296 19.1 2,162 

Ⅵ 特別利益 2 1 0 27.6 6 

Ⅶ 特別損失  

１ 減損損失 307 ― 307 ― ― 

 ２ その他 51 11 40 ― 72 

税引前第３四半期 

（当期）純利益 
1,493 1,544 △50 △3.3 2,096 

法人税、住民税及び 

事業税 
564 541 22 4.2 817 

法人税等調整額 66 113 △46 △41.0 74 

第３四半期(当期) 

純利益 
863 889 △26 △3.0 1,204 

 前期繰越利益 1,985 1,460 524 35.9 1,460 

 合併に伴う子会社 

 株式消却額 
― 148 △148 ― 148 

 第３四半期（当期） 

未処分利益 
2,848 2,201 646 29.4 2,516 
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３．要約キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円） 

  

当四半期 

（平成 18年３月期

第３四半期） 

前年同四半期 

（平成 17 年３月期 

第３四半期） 

（参考） 

平成 17 年３月期 

区分 金額 金額 金額 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前第３四半期（当期）純利益  1,493 1,544  2,096 

減価償却費 860 890  1,213 

固定資産除却損 31 8  57 

減損損失 307  ―   ― 

退職給付引当金の減少額 △57 △80  △102 

新株発行費 ― 15  20 

受取利息及び受取配当金 △18 △14  △24 

支払利息 39 53  68 

売上債権の増加額 0 △35  △78 

たな卸資産の増加額 △47 △53  △15 

前払費用の増加額 △34 △24  △27 

仕入債務の増加額 108 76  16 

未払金の増加額（△減少額） 47 △64  △16 

未払費用の増加額（△減少額） 40 △11  19 

前受金の減少額 △248 △285  △149 

未払消費税等の増加額（△減少額） △50 △20  16 

その他 3 △30  308 

小計 2,476 1,966  3,435 

利息及び配当金の受取額 8 4  6 

利息の支払額 △34 △46  △68 

法人税等の支払額 △861 △845  △960 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,588 1,079  2,413 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,436 △1,303  △2,370 

無形固定資産の取得による支出 △55 △69  △73 

有形固定資産の売却による収入 1,114  ―   27 

敷金・保証金の差入による支出 △893 △672  △987 

敷金・保証金の回収による収入 32 66  77 

投資有価証券取得による支出 ― △10  △10 

子会社株式取得による支出 ― △246  △246 

その他 13 211  191 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,224 △2,024  △3,390 
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当四半期 

（平成 18 年３月期

第３四半期） 

前年同四半期 

（平成 17 年３月期 

第３四半期） 

（参考） 

平成 17 年３月期 

区分 金額 金額 金額 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー      

短期借入金純増加額 ― 500  700 

長期借入金返済による支出 △678 △830  △1,522 

配当金の支払額 △499 △226  △226 

株式の発行による収入  1,924  2,210 

 財務活動によるキャッシュ・フロー △1,177 1,368  1,162 

Ⅳ 現金及び現金同等物の増加額(△減少額） △812 423  184 

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高 1,559 1,361  1,361 

Ⅵ 合併に伴う現金及び現金同等物の増加 ― 12  12 

Ⅶ 現金及び現金同等物の第３四半期末 

（期末）残高 
746 1,797  1,559 

 

以上 


